
 
 

 

 

 
 

〈お問い合わせ〉 

朝日新聞社 ジャーナリスト学校 

TEL 03-3545-0131（代表） 

2020 年 1 月 10 日 

>  contact 

朝日新聞社 〒104-8011 東京都中央区築地 5-3-2 

〈報道関係のみなさま〉 

 

特集 ２０２０ 時代を読み解く 

「月刊 Journalism」１月号発売! 

 

株式会社朝日新聞社（渡辺雅隆社長）は１月１０日、「月刊 Journalism」の１月号を発行しまし

た。特集は「われわれは今どこにいるのか ２０２０ 時代を読み解く」。今月末に英国の欧州連

合離脱期限を迎え、国内では東京五輪・パラリンピック、年末には米国大統領選の一般投票など、

２０年代の幕開けは賑やかになりそうです。世界と日本の現在地、そして行く末を考えます。 

北海道大学の吉田徹教授は「後退続く先進各国のデモクラシー」

と題し、民主主義の揺らぎについて分析した上で、その行方を占っ

ています。東京大学大学院の川島真教授は隣の大国・中国の課題を

内政、外政の両面から考察し、「２０年の日中関係は悪い意味での

大きな転換点になりかねない」と見ています。慶応義塾大学の中山

俊宏教授はトランプ時代の米国について、大きなイデオロギー的変

動が起きつつあると指摘。東北大学の明日香壽川教授は地球温暖化

をめぐって大きく動いている世界の状況と動きの鈍い日本との落

差に関して論じています。日本体育大学の関根正美教授は２０２０

年をスポーツと五輪の視点から展望。経営コンサルタントの小林啓

倫さんは次世代通信規格５Ｇがメディアをどう変えていくのかという問題を追究しています。ほ

かにニュージーランド・オタゴ大学の将基面貴巳教授、学者芸人のサンキュータツオさん、早稲

田大学政治経済学術院の浅野豊美教授もそれぞれの視点から論考を寄せています。 

特集以外では、京都アニメーション事件を機に事件報道を考えるため、被害者支援に取り組ん

できた武内大徳弁護士にインタビューしています。 

「月刊 Journalism」は２００８年１０月創刊。「この人のこの１０冊×１０」（２０１９年９月

号）、「メディアをめざす若者へ」（１０月号）、「『不自由』な国・日本」（１１月号）、「怒り」（１２

月号）など、さまざまな社会問題にジャーナリズムの視点から切り込んでいます。 

定価は本体７４１円＋税。年間購読料は８９６５円（税・送料込み）です。全国の書店、ネッ

ト書店、ＡＳＡ（朝日新聞販売所）で注文によってお求めいただけます。 


